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真珠の基礎から鑑別までを科学的に学ぶ真珠基礎コース
真珠最大の魅力である「テリ」について、
そのメカニズムを知る真珠応用コース
真珠製品の診断・修復・保存、
その理論と実践真珠C＆Eコース

■ 定員は各コースとも5名の少人数制。豊富なサンプルで学べます。
■ 初めての方は、真珠基礎コースを最初に受講してください。
■ セミナー日程、最新の申込み状況等は、ホームページをごらんください。

2024年からカリキュラム改訂よりわかりやすく、受講しやすくなりました
真珠のプロのための3つのセミナー

（株）真珠科学研究所

　ふつう商人は取り扱い商
品の枠のなかで、自分が売り
たく思っているものを努力し
て売っている。動機はいろい
ろで、自分が気に入っていると
か、利益率が高いとか、他の
店でも人気とか。一番楽なのは店頭に
並べておけば勝手に売れて行く商品
があればの話だが、なかなかそうは行
かない。
　コンビニでは、そんなものばかりを並

べている訳で、商品の選択は店
主がするのではなくて、顧客買
上げのデータが決めてます。全
く売り手の主体性に欠けてま
す。それが成り立つのは、生活
に必要なものやサービスを提供
しているからです。
　宝飾品には生活に必要なも
のは一切ありません。ブライダル
もデビアス社が長年莫大な費用
をかけて植え付けた習性です
が、一般的な小さなダイアモンド
の婚約指輪は、白魚のような華
奢な指のお嬢さんにはぴったり
でも、長く主婦に似合うとは思え
ません。結婚指輪も、どこかにし
まっている人が殆どです。レンタ
ルのブライダルも出てくるやも。
　それでも人は何故宝石に魅

かれて買おうとするのか、宝石屋さん
は、当然自分のまわりの現実的な事情
も考慮に入れながら、いつも考える必
要があります。性能が良い、安い、便
利、という世界から離れてみてはじめ

て、お店の独自性が成り立ちます。商品
の基準をどこに持っていくのかとか、そ
の商品で何を顧客に訴えるのかとか。
　長年の友人、諏訪恭一さんの新著 
「宝石の価値」は、宝石を売る側にとっ
ても、買う側にとっても、素晴らしいヒン
トを与えてくれます。宝石商としての長
い経験が素直に記されてます。宝石屋
さんの書かれた本は、単なる知識か、
売り手、または買い手のどちらかの立
場に立ったものが殆どです。諏訪さん
はこれまで、優れたプロの知識による
学術的かつ実用的な専門書も多く書
かれています。この本では、売り手、買
い手（消費者）のファンダメンタルな共
通認識が、宝石業の健全な発展に必
要不可欠と考えられるようです。
　それにこれは、諏訪さんの一種の自
伝となっていて、生来のユーモアと静か
な頑固さが共存する楽しい読み物で
す。 確実に知っていることしか言わず、
ハッタリの全くない文章に人柄がにじ
みでています。一人でも多くの業界人
にまず目を通して欲しいと思います。

　大阪時計宝飾眼鏡商業協同組合

　ブルガリがメゾンの創業140周年を
記念し、7月20日～8月20日まで、ロー
マ本店に展示されているヘリテージ
ピースの中から厳選された23もの作
品がブルガリ銀座タワーで開催される
企画展「永遠なるローマの美」で展示
され、たゆまぬ改革を続けてきた軌跡
を辿る素晴らしい作品を観覧できる。
　また、8つのテーマで構成されたチャ
プターはローマ本店の象徴的なモ
チーフにインスピレーションを得てお
り、永遠の都の多面性を発見すること
ができる。事前予約制。

 ジュエリー加工機器メーカーで広報
をしている加藤と申します。ご縁あって
大好きな機械や工具やジュエリーにつ
いて書かせて頂けることになりました。
読んで下さった方に少しでも機械や工
具について親近感や興味を持って頂
けたらうれしいです。 

　先月、虎ノ門のTOKYO NODEにて
開催されていた「ティファニーワン
ダー」展と、上野の東京国立博物館
にて7/28まで開催されている「カル
ティエと日本 半世紀のあゆみ 結 MU
SUBI」展に出かけてきました。ご縁あり
２週連続/各２回ずつ観る機会に恵ま
れ、どちらの展示会も細部までじっくり
と見学できたことに加え、両展示会を
連続で観ることで、ブランドごとの違い
や見せ方の違いを強く感じるとても有
意義な体験でした。特にティファニーワ
ンダー展は、展示の中に彫り・石留め・

ファセットカットの実演があり、職人さん
の作業を間近で見学できたり、実際に
使っている工具を見せてもらうことがで
きたりと、工具好きには大興奮な内容
だったのですが、中でも私が特に気に
なったのは、デザインから仕上げまでの
製造工程を紹介した動画でした。動画
の中で、ＣＡＤでの３Ｄデータの作成風
景と３Ｄプリンターで造型をしている
シーンがほんの短いカットで登場してい
たのですが、何のＣＡＤのソフトと３Ｄ
プリンターを使っているのか気になりす
ぎて何度も見ていました。（ソフトやＣＡ
Ｍに映った小さなアイコンから特定する
ことができました）そして、どちらの展示
会もたくさんの人でにぎわい、ジュエ
リーをきらきらした笑顔で見学している
人であふれていたので、ジュエリーが好
きな人はたくさんいるんだ・・と実感する
ことができ、なんだか希望が持てるよう
なうれしい気持ちになりました。

　そしてもう一つ。シーフォース(株)さ
んから発売された電動式の洋彫り機
「AirDo」がとても萌えでした。実際に
石留めと彫りの実演を見せていただい
たのですが、従来の洋彫り機は本体と
コンプレッサー（空気を圧縮し、空気圧
を利用するための機械）が必要なので
すが、この洋彫り機はコンプレッサー
が不要で本体のみの構成。パワーや使
い心地など、それぞれにメリットや好み
はあるとは思いますが、コンプレッサー
にはある程度の動作音があるため、騒
音が気になるマンション等作業をされ
る方に、機械的な選択肢が増えること
はとても良いと思いました。

書いたひと：加藤まきえ
　加工機器メーカーの広報＆３Ｄ技
術担当。機械とジュエリーが大好き。
良い機械があれば（今回記事のよう
に）競合他社の製品も薦めてしまうた
め、営業になれない。前職は御徒町で
ＣＡＤ＆３Ｄプリンターでの原型製作
をしていました
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No.6　
工具と機械好きの私が
最近萌えたこと。

（辰巳貞一理事長）は、大阪府内の小
学生と同年齢の府内在住外国人学生
を対象に、「第34回『時の記念日』絵画
コンクール」の公募を7月19日～9月9

日まで実施する。
　テーマは「暮らしの中の時計」。サブ
テーマを「勉強、遊び、スポーツなどの
生活の中の時間の大切さを考えてみよ

う。」とし、府内の小学校や外国人学
校、関係公共施設等で提示、配布す
る。発表と表彰式は11月17日に南船
場会館で行われる。

時の記念日絵画コンクール　福井県眼
鏡工業組合
は、5月31日
の通常総会
において、役
員改選が行

われ、理事長に増永宗大郎氏が就任
し、新体制を迎えた。業界の発展に鋭
意努力するとしている。
　▽理事長＝増永宗大郎（新）。▽副
理事長＝山内隆嗣、中村栄夫、浜本将
成（新）。▽専務理事＝伊藤幸彦。
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商業協同組合が公募

ブルガリが創業140周年を記念し
7月20日から企画展を開催

　大海原を渡って未開の土地へ行く移
民船にはどんな人たちが乗り込むのだろ
うか、いやどんな人たちは乗り込まない

のだろうか。移
民船といえど
も安全とは程
遠く難破も沈
没も大いにあ
りうる時代の
話である。その
土地で食べて
いける人達－
富裕層、中間
層、貧しいなが
らも生活がで

きる農民、職人層、学者弁護士などの知
識人、この人たちは乗り込まない。いちか
ばちか命がけの逃避行である。乗り込む
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のは食べることさえままならない極貧
層、政治的宗教的に迫害されている人
達、お尋ね者や前科者と彼らに連なる無
法者、一攫千金を狙うバクチ好き、率直
に言えば上等とはとても言えない食い詰
め集団ということになろう。ヨーロッパか
らやってきた彼らは望外の成功を得た。
するとその成功譚が伝わって次々に大
陸各地から似たような集団が押し寄せ
た。歴史書には美談風に描写されている
とはいえアメリカはこういう人達が創っ
た国である。ここにアメリカという国の起
点がある。彼らには先住民の生活など眼
中にはない。飢えた狼のように強引に土
地を奪い抵抗すれば虐殺した。白人移

民の掠奪と進撃
が太平洋岸まで
到達してようやく
国としての纏まり
が出来上がった
のである。暴力
が正義である移
民の国これがア
メリカという国の
原初のメンタリ
ティーである。ア
メリカを貶めて
いるわけではな

い。どの国も起点とは似たようなもので
はあろう。たとえばヨーロッパにしたとこ
ろでゲルマン民族の大移動は教科書に
も載っているが、その時先住の民族とど
のような確執があったか時代が古いの
で具体的でないだけの話である。
　セオドア ルーズベルト（35代アメリ
カ大統領 1901-1909）は棍棒外交と
いう言葉を使ったが、アメリカ的正義
を強引に世界に推し進めていく精神は
現在でも明白であるし、国内に於いて
も相変わらずの銃社会である。アメリカ
は国が若い。それゆえに起点のメンタ
リティーが洗練されることなくむきだし
になっている。一方でアメリカは当たり
前のように移民を受け入れている。年
間にして約80万人弱（合法のみ）とい
うのだからそこにもこの国の精神が生
きていると言うべきだろう。そしてこの
移民こそがアメリカの活力であり強さ
の元になっていることは間違いない。思
考が一方向に偏らず多様な方向性が
混ざり合うからである。
　この地球上にアメリカのようなどの
地域からも移民を受け入れる人工の
国家が存在することは「救われるよう
な、ほっとするような気分」と何かのコ
ラムで読んだが、その感覚は理解でき

る。故郷を追われた人間が東京を目指
す心理に似ている。日本のどこへ逃れ
てもその土地ではよそ者扱いなのに東
京だけは誰もがよそ者の集まりだから
である。アメリカ国籍を取得すれば違
和感なく明日にでもアメリカ国民に成
れるのだ。この開放性はこの国ならで
はの特質である。
　パックスアメリカーナは戦後８０年
程度しか経っていない。我々はこの厄
介な巨人としばらくは付き合わざるを
得ないだろうがパックスチャイナ、パッ
クスイスラムよりははるかに過ごしやす
いだろう。アメリカが自己流の正義を振
りかざす尊大さには辟易するが、移民
に国を開いている姿勢はとても貴重な
ものだと私には思える。
         　　　　　　　　　    貧骨
　　  cosmoloop.22k@nifty.com
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